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{妥旨}

Wh句と焦点句の共超制限について
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イタリア語左方応j縁部における焦点匂と wh勾の共起は，主文で、は文法的に不適格で、ある

が，補文内では許容度が向上する。また，焦点勾と wh勾の共起制限は，焦点匂の文法機能
によっても左右される。例えば，焦点句が間接目的語であれば jj直接悶的諮の場合に比べて
許容度が潟い。本論文では，まず，これらの一般化を，文法性判断に関する実験研究により
義付ける。次に分析を提示して，特に，主文と補文の非対称性を，統語と意味のインターフェ
イスにおける焦点文， wh疑問文の構造から導く提案を行う。この分析は，一般的に二震焦
点が排除されることを合意するが，最後に日本語の関連する現象を取り上げて，その普通性
を検証する。よ主体的には， wh疑問文において観察される介在効果が，同様の分析により説
明されること，また，いわゆる多重焦点分裂文がこの分析と矛盾するものではないことを示す。




